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総務・産業建設常任委員会（令和７年９月16日） 

◎委員長（鬼頭博和君） 皆様、おはようございます。 

 ただいまより総務・産業建設常任委員会を開催いたします。 

 当委員会に付託されました案件は、議案４件であります。 

 審査に入る前に、当局から御挨拶をお願いいたします。 

◎総務部長（中村定秋君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 この委員会におきましては、４件の議案について御審査いただくこととい

うことで、よろしくお願いいたします。 

 今回からペーパーレスというところで、ちょっとこれまでとは変わった様

相になりましたけれども、私も今回、本会議は一切プリントせずに、このパ

ソコンだけで対応させていただいたんですけれども、やはりちょっと資料の

探し方というか、探すのにちょっと時間がかかるなというところで、もしか

したらお時間いただくことがあるかもしれませんけれども、よろしくお願い

します。 

 ペーパーレスは、本当に紙を電子に置き換えただけということで、多分Ｄ

Ｘとはこういうことではないんだろうなと思っています。もっといろいろと

やりやすい方法をこれからも議会の皆さんと一緒に模索していければいいか

なと思っていますので、ぜひよろしくお願いします。 

 以上です。よろしくお願いします。 

◎委員長（鬼頭博和君） ありがとうございました。 

 それでは、審査に入ります。 

 初めに、議案第57号「岩倉市行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部改正について」を議題といたします。 

 ＰＤＦのファイルは43ページから47ページになります。よろしくお願いし

ます。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（梅村 均君） 今回の条例改正でありますけど、住登外者宛名番号

管理機能による住登外者の情報の管理、一元的に管理をしていくということ

で、住民登録にはない住民票データというんですかね、住民登録はされてい

ないけど、住民サービスを受けるために住民票のデータは存在しているので、



２ 

そのデータを一元管理していくという、そういうことだと思っていますけれ

ども、この一元管理することによる利用シーンというのがいま一つちょっと

分かりにくくて、もう少し分かりやすく、こういったシステムがなぜ必要に

なるのか、どういった事例があるのか、考えられるのか、そういったところ

を少し分かりやすく教えてもらえないでしょうか。 

◎行政課長（兼松英知君） まず住登外者ですけれども、住登外者とは、本

市の住民基本台帳には登録されておりませんが、行政サービス上記録してお

く必要がある個人のことであります。具体的には、市外に住民登録している

人が本市に不動産を所有しており、本市が固定資産税を課税する人や、市外

の高齢福祉施設への入所に伴い、市の被保険者資格を継続したまま転出する

人などのことでございます。 

 今回、条例改正の理由ですけれども、住民基本台帳であったり、地方税の

住民情報システムにつきましては、地方公共団体情報システムの標準化に関

する法律などで令和７年度末までに標準化基準に適合したシステムへの移行

を進めております。今回、システムの標準化に伴い、一元的に住登外者の登

録・管理を行う住登外者宛名番号管理機能が共通機能として設けられること

になりましたが、この機能を扱う事務につきましては、マイナンバーの独自

利用を行う事務などとして条例に定める必要があるとの見解が国から示され

たため、条例改正を行うものでございます。 

 今回の改正による住登外宛名情報の一元管理による効果につきましては、

複数システムに点在する宛名情報を一元管理し、共通の宛名番号をキーとし

て参照、共通することが可能となります。具体的には、課税情報・収納管理

情報事務においての集約が容易になったり、事情により住民登録ができない

住民に対し、市民サービスの適用漏れを防ぐというところが期待されている

というところでございます。以上です。 

◎委員（桝谷規子君） 住登外者とはどういった人なのかということを質問

しようと思ったら、今お答えの中で言われたんですが、市外の人で固定資産

を持っている方とか、施設にいらっしゃる人とかなんですが、その他という

方はいらっしゃらないのか。住登外者の「など」というところでの、その他

の方というのはどんな方なんでしょうか。２つの例がちょっと今分かったん

ですが。 

◎行政課長（兼松英知君） 例えば国民健康保険の資格の関係で住登外情報

を使う場合もございますし、転出された方についても、引き続き本市で情報

管理をする必要があるという場合においても住登外の機能を使うというとこ

ろになります。 
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◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑はございませんか。 

◎副委員長（塚﨑海緒君） 関連でいいですか。 

 すみません、今の桝谷さんの質問の回答で、転出されて引き続きというの

は、例えば本籍は岩倉に置いていてとかそういうことですかね。ちょっとい

まいち分からない。 

◎行政課長（兼松英知君） 今回の改正については、住民票に関することで

ございまして、本籍とは違うものでございます。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑ございませんか。 

◎副委員長（塚﨑海緒君） ちょっとまだ全然よく分からないなと思いなが

ら、複数システムに点在する住民票のデータを一元で管理をしていくシステ

ムになっていくんですけれども、行政の仕事を行う中ではとてもメリットが

あることなのかなと思うんですが、住民側からすると、情報が一括で管理さ

れていくことでデメリットのようなもの、例えば情報が漏れてしまうような

こととか、そういった心配はないものなんでしょうか。 

◎行政課長（兼松英知君） 一定の数の情報になりますけれども、特定個人

情報保護評価を行っていくことになっておりますので、そこら辺のところは

情報が漏れないように万全を期して事務を執り行っていきます。 

◎委員長（鬼頭博和君） よろしいですか。いいですか。 

◎委員（桝谷規子君） 住民票が、転出された場合ということで、ＤＶ被害

者の方も主なケースの中に入ると思うんですが、今お答えの中で情報が漏れ

ないようにもちろん万全のことをやっていくということですが、職員内での

情報共有、漏れないようにといった体制はどういった体制にしていっている

のかみたいなところが分かればお願いします。 

◎行政課長（兼松英知君） 住登外につきましては、本当に使う所属でのみ

閲覧が可能というところになっておりますので、他部署では見えないという

仕組みになっております。 

 また、毎年度、個人情報保護に関する研修も行っておりまして、個人情報

保護の意識の醸成を図っているというところでございます。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 質疑がないようですので、これで質疑を終結いた

します。 

 お諮りいたします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎委員長（鬼頭博和君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第57号「岩倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す

る条例の一部改正について」、賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第57号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 続いて、議案第60号「岩倉市道路占用料条例の一部改正について」を議題

といたします。 

 ＰＤＦのページは57ページから63ページまでとなります。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎副委員長（塚﨑海緒君） 今回の条例で該当する方というか、恐らく事業

者が対象になると思うんですが、どういった方がこの改正に該当するか教え

てください。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） こちらの占用料の対象になる方につきまし

ては、ほとんどが事業者の方になりまして、多くはガス会社のガス管ですと

か、電力会社、電信会社の電線類、また看板等ですね、そういったものが主

になっております。種類は多いんですが、ほぼほぼ事業者の方が事業のため

に必要な上で占用されるというケースがほとんどでございます。以上です。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 質疑がないようですので、これで質疑を終結いた

します。 

 お諮りいたします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略いたします。 
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 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第60号「岩倉市道路占用料条例の一部改正について」、賛成の委員の

挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第60号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 続いて、議案第61号「岩倉市都市公園条例の一部改正について」を議題と

いたします。 

 ＰＤＦのページは65ページから69ページとなります。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（梅村 均君） 本会議であったらすみませんですが、参考までにこ

の施設の現状の利用状況を分かる範囲でお聞かせいただけないでしょうか。 

◎維持管理課主幹（吉田ゆたか君） 令和４年度が11件、令和５年度が31件、

令和６年度が31件の利用がございました。 

◎委員（梅村 均君） ちなみに傾向とかで、行政区の会議が多いとか、市

民団体の会議が多いとか、何かそんなのって傾向は出ていますでしょうか。 

◎維持管理課主幹（吉田ゆたか君） 主な利用用途ですけど、気功の練習で

あったり、あと子ども会とか父母の会、保育園の父母の会とかの打合せとか

で利用されている傾向でございます。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑ございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 利用時間なんですが、２時間単位での設定になって

いますが、他の公共施設では夜の時間帯、５時から７時とか７時から９時と

いう利用の枠も定めているところが多いんですが、ここの場合は夕方５時ま

でにしたということなんですが、夕方、夜の時間帯はこれまでの利用実態か

らもう見込まれていないということでの設定なんでしょうか。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） 夜間の利用につきましては、こちらの夢さ

くら公園の休憩室そのものが、日中、全日通して不在、関係職員が滞在しな

いという形になりますので、日中は利用していただく形でお渡ししているん



６ 

ですけれども、夜間につきましては、安全面も含めて、ちょっと利用が適当

ではないというふうな判断で、夜間については設けておりません。以上でご

ざいます。 

◎委員（桝谷規子君） 関係職員が不在というふうに言われましたけれど、

ここはもともと常駐している職員はいらっしゃらなくて、市役所の４階の維

持管理課にいらっしゃるという状況ですよね、すみません。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） こちらのほうは職員が常駐はしておりませ

んので、こちらの関係につきましては、市役所のほうの維持管理課が対応さ

せていただいております。 

◎委員（桝谷規子君） 維持管理課に利用の申請をする。それで鍵を借りに

行くというふうに最初の頃はあったんですが、今は電子錠になっていて、職

員の役割というか、それは非常に、最初に利用申請に行く場合とかは、今は

まだ紙ベースでやっていらっしゃるという状況でしたっけね。すみません。

利用する場合の状況が、職員がどのように関わっているのかお聞かせくださ

い。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） こちらのほうは、既にシステムで受け付け

させていただく形になっております。基本的にはシステムでやる形になるん

ですが、市民の方の中にはそういった媒体をお持ちでない方もいらっしゃる

こともありますので、その場合は、日中の時間中にお越しいただいて、こち

らで受け取りさせていただきながら、こちらで操作をさせていただいて予約

をつけさせていただくという形でさせていただいております。 

◎委員（桝谷規子君） やはりシステムでの利用が難しいような方は、直接

市役所に出向いて電子錠のやり方とかを教えていただいていると思うんです

が、そういう、まだまだ今の利用の実態の中では、令和６年度、30件を上回

って利用が増えているような感じですが、職員が関わらなくちゃいけないと

いうような利用の団体がまだ多い実態なんでしょうか。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） 利用される方は、ほとんど、今でいいます

と、先ほど言いましたように団体の方とか子ども会さんだとか、決まってき

ておりまして、ほぼほぼ、特に毎回やり方が難しいという形はなくて、スム

ーズに申請をしていただくような形で今やらせていただいております。 

◎委員（桝谷規子君） システムで受付できて、電子錠でということで、慣

れていらっしゃる人が多いということで、夕方５時以降にも使用したいとい

うような要望はこれまでなかったでしょうか。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） これまで夜間に利用というふうなお申出は

受けたことがございません。 
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◎委員（桝谷規子君）  ２時間250円という設定は、どういった計算式でそ

ういう250円の設定をされたんでしょうか。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） こちらにつきましては、近隣の公共施設で

ありますさくらの家の使用料を参考にして算出しております。また、近くの

神野会館と、あと八剱会館、こちらのほうの使用料が半日で500円というこ

ともありまして、２時間に換算しますとおよそ250円になるということでこ

の金額を設定させていただいたというところです。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑ございませんか。 

◎委員（梅村 均君） これは休憩室ということなんで、何か公園で遊び疲

れたり、突然雨が降ってきたりした人がここを利用するというようなことは、

１階にスペースがあるからそこで十分保たれているとは思うんですが、２階

へ上がってなんて、鍵がかかっているからそんなケースはなかったですよね。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） これまでに、利用されるという形で、急に

利用されるというようなお話はいただいたことはございません。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑ございませんか。 

◎副委員長（塚﨑海緒君） 今まで気功の方とか子ども会、父母の会などが

利用されてきたということなんですけれども、やはり資金がそんなに潤沢で

はない団体さんの印象があります。今まで無料で利用できてきたものが有料

になることによる負担というのはどのように考えていらっしゃるのでしょう

か、教えてください。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） 確かに有料という形で負担になるところが

あるかと思いますが、やはり全体の受益者負担といったものを考慮して、や

はり有料化が必要かなあというふうで設定させていただいております。 

 この辺りにつきましては、御利用される団体の方にも御理解いただきたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

◎副委員長（塚﨑海緒君） 受益者負担の適正化というのは本当によく理解

しているんですが、ちょっとあまりにも利用者、利用状況が少ないなという

印象があって、まず利用料をつけるよりも、こういった施設が使えますよと

いう周知のほうが優先されたほうがよかったのではないかなあと私は感じて

います。 

 やはり２時間250円、なかなか市民団体などでは御負担が大きいなあとい

う印象があるので、ちょっと今考えさせられるところです。 

 質問ではなくて意見です。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑ございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 今利用されている団体にこの使用料の負担をこれか
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ら求めますというような周知はされているんでしょうか。 

◎維持管理課長（竹安 誠君） 一応有料化ということで検討しているとい

うお話はさせていただいておりまして、これから条例が施行されるまでの間

にも、こういった形になりますということで御理解いただくようにお話はさ

せていただきたいというふうに思っております。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（鬼頭博和君） それでは、質疑がないようですので、質疑を終結

いたします。 

 お諮りいたします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「ちょっと休憩」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 暫時休憩いたします。 

（休  憩） 

◎委員長（鬼頭博和君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略いたします。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 議案第61号「岩倉市都市公園条例の一部改正につい

て」、反対の立場で討論させていただきたいと思います。 

 この夢さくら公園の敷地内の休憩所は、元給食センターがあった事務棟で

ありまして、市民の方たちが給食センターの跡地をどう利用するかというこ

とで、何人ぐらいだったかな、市民の方たちの様々な協議の中で、あの事務

棟を残して市民が集える場にしたいという思いで残された場所だと認識して

いるところです。もっと利用が増えればいいなと思っていたのですが、やは

り市民の方たちから、常駐している職員が見えなくて、４階まで行って借り

にくいという声や、電子錠で、システムで受付ということになって、若い団

体の方たちは借りやすくなったけれども、やはり借りにくいという年配の方

たちの声もあるところです。そういった中で、無料だからということでやは

り利用しやすいという市民団体の方たちの利用が少しずつ増えている状況で

はないかと考えます。 

 今、この議案だけでなく、様々な公共施設の料金の設定を、受益者負担の

適正化の観点からということで、使用料を、無料のところは使用料を設定す
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る。様々な形で今議案として出され、市民負担が増えようとしている中で、

この施設も無料のまま、より利用しやすい施設に今後していくべきではない

かと考え、この受益者負担の適正化の観点からということでは、やはり市民

にとって納得ができないということで、賛成しかねる立場から反対とさせて

いただきます。 

◎委員（梅村 均君） 議案第61号「岩倉市都市公園条例の一部改正につい

て」、賛成の立場で討論いたします。 

 今回、使用料が設置されまして管理をしていくということに変わっていく

んですけれども、この施設は、これまでもちょっと、いたずらというんでし

ょうか、不安な面のあることが少しありました。そういった面では、有料に

して管理をしていくということも一つの方法なのかなと思います。また、周

辺の施設、さくらの家、八剱や神野の会館等もこうした使用料を設けており

ますので、同じように公共施設として設けていくことは、特に違和感のない

といいますか、必要なことなのかなと思います。 

 また、受益者負担の適正化という点でも賛成できるところでありますし、

それから、無料ですと、今そんな状況は見られないんですが、長時間、何日

も予約をして使わないとか、そういったことも今後想定されてきますので、

今はまだ利用が少ないのでそんなことはないかもしれませんけど、そういっ

た面からも、ある一定の使用料を設定していくということには賛成でありま

す。 

 以上の理由から、議案第61号には賛成いたします。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に討論ございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 討論を終結し、採決に入ります。 

 議案第61号「岩倉市都市公園条例の一部改正について」、賛成の委員の挙

手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 挙手多数であります。 

 採決の結果、議案第61号は賛成多数により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 続いて、議案第62号「岩倉市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部改正について」を議題といたします。 

 ＰＤＦのページは71ページから73ページになります。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 
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◎委員長（鬼頭博和君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 育児休業等に関する法律の一部改正ということで、

今度は企業職員についてという議案になっていますが、今、企業職員で部分

休業を取っているという実態についてお聞かせいただきたいと思います。 

◎上下水道課主幹（大橋 透君） 水道事業に従事している職員で部分休業

を取得している職員はおりません。 

◎委員長（鬼頭博和君） 他に質疑ございませんか。 

 よろしいか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第62号「岩倉市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改

正について」、賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第62号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました案件は全て議了いたしました。 

 なお、本委員会の委員長報告の文案につきましては、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 続いて、総務・産業建設常任委員会の閉会中の継続審査を議題といたしま

す。 

 閉会中の継続審査については、Ｔｅａｍｓの中の総務・産業建設常任委員

会一般で、その中から、定例会で令和７年９月定例会を開いていただくと資

料というのが入っています。そこの資料というところを見ていただきますと
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継続審査の申出が出てくると思いますが、よろしいでしょうか。 

 大丈夫ですかね。 

 大丈夫ですか。今回、紙じゃないもんですから申し訳ないですけれども。 

 桝谷委員、大丈夫ですか。 

 暫時休憩をいたします。 

（休  憩） 

◎委員長（鬼頭博和君） 休憩を閉じ、再開をいたします。 

 それでは、この継続審査の申出のとおりに議長に申出をすることに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（鬼頭博和君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 以上をもちまして、総務・産業建設常任委員会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 


